
目標 目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

公共交通（バス）の利用
者数（人口１人当たり・

年間）
2.53人（令和4年度）→
3.20人（令和9年度）

バス路線等の利用促進及び
見直し、再編に向けた取り
組み
わかりやすく快適で安心・
安全なバス環境の改善

桐生市統計デー
タ及びバス事業
者データを用い

て算出

・2.87人（令和6年度）
・令和6年度目標値の2.60人を上
回った。
・利用者数は273,981人（令和5年
度）→288,350人（令和6年度）で
あり、前年度比5.2％増となっ
た。

・今年度の目標は達成した。
・人口減少が進む中でも利用者数は5％以上
の伸びとなっており、1人当たりの利用者数
も目標値を上回った。
・引き続き利用促進に取り組むとともに、
令和8年度から予定している路線再編の協議
に向けた検証等を実施する。

公共交通（鉄道）の利用
者数（人口１人当たり・

年間）
40.39人（令和3年度）→
44.00人（令和9年度）

鉄道の維持・充実と将来に
向けた検討：「沿線地域交
通リ・デザイン推進協議
会」の中で再構築の議論
鉄道の利用促進や沿線地域
の活性化に向けた取り組
み：利用啓発イベント等へ
の支援、協議会での研究

桐生市統計デー
タ及び鉄道事業
者データを用い

て算出

・47.49人（令和6年度）
・令和6年度目標値の41.00人を上
回った。
・利用者数は4,754,621人（令和5
年度）→4,772,952人（令和6年
度）であり、微増となった。

・今年度の目標は達成した。
・人口減少が進む中でも若干ではあるが利
用者数が増加しており、1人あたりの利用者
数は令和6年度末の時点で令和9年度までの
目標値を大きく上回っている。
・中小私鉄について、「沿線地域交通リ・
デザイン推進協議会」の中で定められた今
後のあり方に関する基本方針を踏まえ、鉄
道を活かした沿線地域の価値の最大化に関
する取り組みを実施する。

公共交通の利用率（日常
の移動手段）

13.2％（令和5年度）→
20.0％（令和9年度）

－ － － －

「市民の声」アンケートは隔
年実施（次回：令和７年度）
のため、当該年度は評価を実
施しない。

公共交通の利用頻度（年
１回以上の利用）

34.5％（令和5年度）→
50.0％（令和9年度）

－ － － －

「市民の声」アンケートは隔
年実施（次回：令和７年度）
のため、当該年度は評価を実
施しない。
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公共交通の維持・発展に
向けた意識（「特に何も

しない」と回答）
23.4％（令和5年度）→
20.0％（令和9年度）

－ － － －

「市民の声」アンケートは隔
年実施（次回：令和７年度）
のため、当該年度は評価を実
施しない。

公共交通事業（バス）の
収支率

18.3％（令和4年度運行
分）→20.0％（令和9年度

運行分）

路線の見直し及び再編
運賃制度の検討と運賃以外
の財源確保
利用環境の整備
DX推進：MaaSの推進、AI配
車システムの導入、キャッ
シュレス化
国庫補助金の活用

バス事業者デー
タ

・17.2%（令和6年度）
・おりひめバス、予約制おりひ
め、新里町デマンドタクシーは概
ね横ばいであったが、黒保根町デ
マンドタクシーの収支率が悪化し
ている。

令和6年度運行分の実績は計画策定当初の基
準値（令和4年度運行分）を下回り、現状で
は計画期間終了時の目標は未達成となる見
込み。
・令和5年7月末に「水沼駅温泉センター」
が休館したことから、黒保根町デマンドタ
クシーの利用者数が半減し、収支率が悪化
した。
・令和7年4月に、水沼駅温泉センター跡地
に「駅の天然温泉　水沼の湯」が開業した
ことから、利用者数回復に向けた取り組み
を行う。
・令和8年度からバス路線等の再編協議を行
う計画であり、路線全体の見直しなど効率
的な運行による経費削減等に合わせて、運
賃改定の時期についても検討を行い収支率
の改善を図る。
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公共交通（バス）への公
的資金投入額（利用者１

人当たり）
587.3円（令和4年度決算
額ベース）を令和9年度ま

で維持

路線の見直し及び再編
運賃制度の検討と運賃以外
の財源確保
利用環境の整備
DX推進：MaaSの推進、AI配
車システムの導入、キャッ
シュレス化
計画的な車両更新

令和６年度決算
額及びバス事業

者データ

・565.4円（令和6年度）
・現状値（令和4年度）と比較す
ると公的資金投入額が+5.5％増加
しているものの、利用者数の合計
が+9.6％増加しているため利用者
1人当たりの額は減少した。

・今年度の目標は達成した。
・引き続き利用促進及び経営の効率化に努
める。
・令和8年度からバス路線等の再編協議を行
う計画であり、路線全体の見直しなど効率
的な運行による経費削減等に合わせて、利
便性向上に資する事業の検討を行う。
・老朽化した車両の更新を計画的に実施す
する。

次世代モビリティ利用に
よるCO₂削減量

1,209kg（令和4年度）→
2,867kg（令和9年度））

MAYUを主軸とした次世代モ
ビリティの本質的利用と
「ゆっくりズム」に通じる
ゆとりある暮らしの提案
グリーンスローモビリティ
の導入
新たな地域内交通システム
の検討・導入
交通環境学習の推進
自動運転技術活用の検討

担当部署所有の
利用者数データ
を用いて算出

・1,569kg（令和6年度）
・令和4年度の数値を上回った。
・2か年での伸び率は29.8％。

・MAYUの実証運行を行ったことなどから、
令和6年度は令和4年度の数値を上回った
が、2か年での伸び率は29.8％であり、現状
では令和9年度までの目標（令和4年度比
237％）は未達成となる見込み。
・「ゆっくりズム」を推進する中で、環境
負荷の低減に資する移動手段としての次世
代モビリティの利用啓発を行う。
・MAYUに関する事業として、令和6年度に実
施した地域内交通実証運行と、外出やコ
ミュニケーション創出などの実証運行に加
え、駅間シャトル実証運行を実施し、活用
の可能性の検証を行う。
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次世代モビリティ利用人
数

3,205人（令和4年度）→
7,600人（令和9年度）

MAYUを主軸とした次世代モ
ビリティの本質的利用と
「ゆっくりズム」に通じる
ゆとりある暮らしの提案
グリーンスローモビリティ
の導入
新たな地域内交通システム
の検討・導入
交通環境学習の推進
自動運転技術活用の検討

担当部署所有の
利用者数データ

・4,159人（令和6年度）
・令和4年度の数値を上回った。
2か年での伸び率は29.8％。

・MAYUの実証運行を行ったことなどから、
令和6年度は令和4年度の数値を上回った
が、2か年での伸び率は29.8％であり、現状
では令和9年度までの目標（令和4年度比
237％）は未達成となる見込み。
・MAYUに関する事業として、令和6年度に実
施した地域内交通実証運行と、外出やコ
ミュニケーション創出などの実証運行に加
え、駅間シャトル実証運行を実施し、活用
の可能性の検証を行う。
・観光施策としてのMAYUの運行を継続する
とともに、各種イベントにおいて体験乗車
を実施するなど、認知度を高める取り組み
を行う。

（記載に当たっての留意事項）

・　本様式中、表題の「（○年○月～○年○月）」の部分には、評価等の対象となる期間を記入してください。

・　毎年度の評価になじまないような目標や、数年おきの評価を予定している目標については、「備考」の欄にその旨を明記の上、「目標」及び「備考」の欄以外は「－」と記載して下さい。

・　一つの目標と複数の取組が対応している場合や、複数の目標と一つの取組が対応している場合には、適宜欄を修正の上、記載を行ってください。

・　月ごとの利用者数の推移等の詳細データや、地域公共交通計画の評価等に係る協議会における議論の結果（議事録等）等の関連資料がある場合には、併せて添付して下さい。

・　地方公共団体・協議会等において独自に作成している評価等の様式が既にある場合や、地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価を行った報告様式がある場合には、 参考資料として添付して下さい。


